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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】現代の様々な住宅事情に対応するコンパクトさ
と人形箱そのものにインテリア性を持たせることによっ
て人形箱自体の収納を不要にした巻上げ表装仕立ての人
形箱を提供する。
【解決手段】和装帯柄の帯地からなる表装体２によって
包み、表装された箱体１前面下部には箱内部に収納可能
な上棚板１ａを設け、箱体前面から蓋上面を覆う帯地部
分で形成される表装古帯飾り棚の一端側が、箱体の底面
を覆う帯地に一体化され、他端側が巻き上げ棒３を備え
た巻上げ表装仕立ての人形箱を構成し、前記帯地部分を
箱体前面前方に広げて表装古帯飾り棚とし、上棚板１ａ
を引き出して人形飾り棚とし、収納時には、帯地端部に
取り付けた巻き上げ棒３を用い、帯地部分を巻き取って
箱体上面蓋上部に位置させ、飾り箱として利用する。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　上面が蓋で塞がれる開放部分を有し、該開放部分から人形を出し入れする箱体と、該箱
体を表装仕立てする和装帯柄の帯地からなる表装体と、前記箱体の蓋上面で重ね合わせた
前記表装体を保持する留め部材と、を備えている人形箱であって、
　前記表装体は箱体前面から蓋上面を覆う帯地部分の一端側が、前記箱体の底面を覆う帯
地に一体化され、他端側が巻き上げ棒を備え、前記箱体の前面下部には箱内部に収納可能
な上棚板が設けられているとともに、前記帯地部分を箱体前面前方に広げて前記上棚板を
引き出して人形飾り棚にし、人形収納時には前記巻き上げ棒で所定長さの前記帯地部分を
巻き取って当該巻き上げ棒を前記蓋上面に位置させて前記留め部材で保持し、飾り箱とし
て利用可能にしたことを特徴とする巻上げ表装仕立て人形箱。
【請求項２】
　前記表装体が古帯で形成されていることを特徴とする請求項１に記載の巻上げ表装仕立
て人形箱。
【請求項３】
　前記箱体の前面には、前記帯地部分を箱体前面前方に広げたとき、房付き御簾または屏
風が配置されていることを特徴とする請求項１に記載の巻上げ表装仕立て人形箱。
【請求項４】
　前記表装体が、箱体前面から蓋上面を覆う帯地部分の一端側において、前記箱体の底面
を覆う帯地から着脱できることを特徴とする請求項１に記載の巻上げ表装仕立て人形箱。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、装飾品として機能する表装仕立ての飾り箱に関し、特に、各節句等のお祝い
に飾る人形を収納したり、必要時には人形を飾ったりする飾り棚として兼用できる人形箱
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、各節句等のお祝いに飾る人形を入れる人形箱は、人形の収納、保管の機能のみを
備えるものが多かった。人形を箱から取り出して飾る際、その収納箱自体を組み替えるな
どして飾り台とするものが、例えば特許文献１～３に提案されている。
　各節句等のお祝いに飾る人形は各構成物品が多岐にわたり、その一組を収納することを
考えると、その収納箱の大きさも大きなものが多く見られる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】　特開２００１－０３８０６０号（特許第３１８５０２８号）
【特許文献２】　特開２０００－１６７２５８号
【特許文献３】　実用新案登録第３０１３８５０号
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　本考案は、現代の様々な住宅事情に適応するコンパクトさと人形箱そのものにインテリ
ア性を持たせることによって、人形箱自体を押入れ等の場所への収納を不要にした、巻上
げ表装仕立ての人形箱を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の目的を達成するため、本考案の巻上げ表装仕立て人形箱は、上面が蓋で塞がれる
開放部分を有し、該開放部分から人形を出し入れする箱体と、該箱体を表装仕立てする和
装帯柄の帯地からなる表装体と、前記箱体の蓋上面で重ね合わせた前記表装体を保持する
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留め部材と、を備えている人形箱であって、
　前記表装体は箱体前面から蓋上面を覆う帯地部分の一端側が、前記箱体の底面を覆う帯
地に一体化され、他端側が巻き上げ棒を備え、前記箱体の前面下部には箱内部に収納可能
な上棚板が設けられているとともに、前記帯地部分を箱体前面前方に広げて前記上棚板を
引き出して人形飾り棚にし、人形収納時には前記巻き上げ棒で所定長さの前記帯地部分を
巻き取って当該巻き上げ棒を前記蓋上面に位置させて前記留め部材で保持し、飾り箱とし
て利用可能にしたことを特徴としている。
　本考案は、次の構成を包含する。
（１）表装体が和装古帯で形成されている。
（２）箱体の前面には、帯地部分を箱体前面前方に広げたとき、房付き御簾または屏風が
配置されている。
（３）表装体が箱体前面から蓋上面を覆う帯地部分の一端側が、箱体の底面を覆う帯地か
ら着脱可能になっている。これにより箱体前面から蓋上面を覆う帯地部分を、異なる帯柄
に交換することができるようになる。
【考案の効果】
【０００６】
　本考案によれば、人形の収納箱としての機能とその人形の展示ができる、飾り棚として
の機能にとどまらず、箱をわが国古来の和装帯地で包み、表装し、その和装帯地の一部に
巻き上げの技術を施すことにより、人形箱自体を豪華な装飾品として機能させる。また、
人形箱の持ち運び、人形の出し入れに容易なコンパクトさも実現し、狭小住宅や単身用集
合住宅等のいかなる住宅事情にも対応できる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本考案に係る人形箱の使用形態を示す説明図である。
【図２】人形を収納する桐箱の斜視図である。
【図３】上棚板を引き出したときの斜視図である。
【図４】箱体前面前方に帯地部分を広げた斜視図である。
【図５】箱体帯地部分に人形とその付属装飾品を飾った斜視図である。
【図６】帯地部分に人形を飾り、蓋上面の表装体を開けた斜視図である。
【考案を実施するための形態】
【０００８】
　和装帯柄を持った表装体、例えば和装の古帯、で桐の箱体を包み、表装するとともに、
組み紐や房を付した表装仕立ての箱を、巻き上げ棒を表装体の帯地部分の端部につけるこ
とによって、この帯地部分を箱体前面に広げて人形の飾り棚として、また、人形の収納箱
として、更に、帯地部分を箱体上面に巻き上げて表装仕立ての人形箱自体を装飾品として
インテリア機能を付加することで実現した。
　以下、図面を参照しながら本考案を説明する。
【実施例】
【０００９】
　図１は、人形箱の使用形態を示し、（ａ）は、人形とその付属装飾品を二段飾りにした
図、（ｂ）は人形等を収納した状態の箱体前側を示す図、（ｃ）は人形等を収納した状態
の箱体後側を示す図である。図２は人形を収納する桐箱を示す図、図３は上棚板を引き出
した状態を示す図、図４は箱体を帯地部分に接着させる以前の図で、箱体前面前方にあた
る方向に帯地部分を広げた状態を示す図、図５は箱体帯地部分に人形を飾り、蓋上面の表
装体としての古帯を開けた状態を示す図、図６は帯地部分に人形と付属装飾品を飾り、蓋
上面の表装体としての古帯を閉めた図である。
【００１０】
　箱体１は、古くから乾湿調整を行い、箱の中を一定の快適な状態に保つ働きをすること
で知られる桐材を使用することにより、収納される人形等の長期保存ができる。その桐材
を箱型にし、箱体１の上面に取り出し穴１ｅ付きの蓋１ｃが開閉可能に設けられており、



(4) JP 3166012 U 2011.2.17

10

20

30

40

50

人形の出し入れを容易にする。
　更に、箱体前面下部には引き出し式の棚１ａが収納可能に設けられている。その棚１ａ
を前面に引き出すことにより、人形の飾り棚としての機能を持たせている。
　蓋の両側の箱体１上縁には、御簾留めとなる複数の金具７が配されている。本実施例で
は前後方向二箇所に配されている。金具は一段飾りにしたときと二段飾りにしたときに、
御簾の長さが調整できるよう、所定間隔で配されている。
　箱体１は、和装帯柄を持った表装体２で表装仕立てされている。符号１ｆは、棚１ａを
引き出すときに指を掛ける切欠きである。
【００１１】
　表装体２は、箱体１の周囲を包むように縫い合わせ、箱体１の底面、両側面及び背面に
糊付けされる部分２０、２１、２２とが箱形に一体化され、底部分の前縁２ｄに縫い合わ
せた表装古帯飾り棚５、両側部分上縁に縫い合わせた表装体側片２ａを、また、背部分の
上縁に縫い合わせた表装体背片２ｂとからなっている。ここで、表装古帯飾り棚５は、本
考案における箱体前面から蓋上面を覆う帯地部分に相当する。
　表装体側片２ａと表装体背片２ｂには芯が入れられている。
　表装体２の内側には朱生地が貼られている。
【００１２】
　表装体古帯飾り棚５は、箱体１の前面部分１ｄの帯地を前方に展開可能にし、人形を飾
る際の下段として利用できる。
　表装体古帯飾り棚５の端部には、巻き上げ棒３が取り付けられており、この巻き上げ棒
３は、表装体古帯飾り棚５の幅よりも大きく、両側縁から所定の長さ突出されている。巻
き上げ棒３は、箱体１の横幅よりも長く、箱体両側よりも突出されている。
　留め部材４は、表装体２端部近棒の表面ほぼ中央に固定されており、表装体背部分の適
宜箇所に設けられた係止部８に係止する。
【００１３】
　本実施例の人形箱の使用について説明する。
　図１ａにおいて、表装体２の留め部材４をはずし、巻き上げ棒３を前方に巻き戻し、帯
地部分を広げ、続いて、箱体１前面下部から上棚１ａを引き出し、人形を配置する。更に
、表装古帯飾り棚５に、人形に付属する装飾品を飾る。もしくは、上棚１ａを使用せずに
、一段飾りをする場合は、表装古帯飾り棚５に直接人形を置くこともできる。人形の背景
として、房付き御簾６を配した。
　収納する場合は、人形に付属する装飾品を箱体１に収納し、次に、上棚１ａを箱体に押
し込み収納する。房付き御簾６をはずし、次に、人形を箱体１に収納し、蓋をして、表装
体２の上片部分を折り重ねて、巻き上げ棒３で帯地部分を巻き上げつつ、箱の上部に位置
（１ｂの状態）させ、留め部材４を係止部８に係止（１ｃの状態）する。その状態で巻き
上げ表装仕立ての人形箱、すなわちインテリアとして箱自体を和装帯表装仕立ての装飾品
として飾る。
【００１４】
　本実施例によれば、箱体の前面に設けた上棚板１ａは、可動式で、その上棚板１ａを箱
体１の底面近くに設置することによって、コンパクトながらも収納空間を大きくすること
ができる。
【００１５】
　本実施例では表装体として、古帯を使用したものを説明したが、古帯に限らず、和装帯
柄やその代替地でも良い。
　また、実施例においては、表装古帯飾り棚は表装体底部分の前縁に縫い合わせて一体化
されているが、一体化の態様として、ファスナーやマジックテープ（登録商標）等を取り
付けて棚部分を着脱可能とし、他の帯柄に変更することができる。
　このような構成をとることにより、飾る場所や時に応じて、異なる装飾効果を発揮させ
ることができる。
【００１６】
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　他の実施態様について説明する。各節句等の人形の他、茶道具や香木などの和の小物等
の収納にも応用できる。
【符号の説明】
【００１７】
１　　：　箱体
１ａ　：　上棚板
２　　：　表装体
３　　：　巻き上げ棒
４　　：　留め部材
５　　：　表装古帯飾り棚
６　　：　房付き御簾
７　　：　御簾留め
８　　：　係止部

【図１】 【図２】

【図３】
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